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下館総合体育館

【
三
浦
譲
議
員
】

　

�

企
業
立
地
促
進
事
業
の
内
容
と
今

回
の
補
正
予
算
で
対
応
す
る
企
業

数
は
。

【
市
長
公
室
長
】

　

�

企
業
誘
致
を
促
進
し
、工
業
振
興
・

【
三
浦
譲
議
員
】

　

�

下
館
総
合
体
育
館
の
空
調
機
器

更
新
工
事
７
，
１
２
８
万
３
，

０
０
０
円
の
補
正
全
額
が
※

繰
越

明
許
費
に
な
る
理
由
は
。

【
教
育
部
長
】

　

�

今
後
、
入
札
を
経
て
契
約
、
受
注

業
者
か
ら
メ
ー
カ
ー
に
発
注
、
納

期
、
そ
れ
か
ら
工
事
が
始
ま
る
。

は
75
％
、
残
り
の
25
％
は
、
繰
越

金
を
充
当
す
る
。

【
森
正
雄
議
員
】

　

�

起
債
の
交
付
税
措
置
は
あ
る
の

か
。

【
企
画
部
長
】

　
�

一
般
単
独
事
業
債
の
交
付
税
措
置

は
な
い
。

【
森
正
雄
議
員
】

　

�

補
正
の
財
源
は
、
体
育
施
設
整
備

事
業
債
５
，
３
４
０
万
円
、
一
般

財
源
１
，
７
８
８
万
３
，
０
０
０

円
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
地
方
債

と
一
般
財
源
の
配
分
の
考
え
方
、

根
拠
は
。

【
企
画
部
長
】

　

�

体
育
事
業
債
の
５
，
３
４
０
万
円

は
、
一
般
単
独
事
業
債
を
活
用
し

起
債
を
予
定
し
て
い
る
。
充
当
率

疑

質

案

議
　

第
２
回
臨
時
会
及
び
第
４
回
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
議
案
に

対
す
る
質
疑
の
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。　

第
2
回
臨
時
会

現
在
、設
計
を
組
ん
で
い
る
中
で
、

９
カ
月
か
か
る
想
定
で
あ
る
。
来

年
８
月
の
高
校
総
体
に
間
に
合
わ

せ
る
た
め
、
今
回
の
補
正
で
繰
越

明
許
を
お
願
い
し
た
。

【
三
浦
譲
議
員
】

　

�

前
段
に
設
計
委
託
が
行
わ
れ
て
い

る
が
、
進
捗
状
況
は
。

【
教
育
部
長
】

　

�

設
計
は
、
８
月
か
ら
始
ま
り
、
10

月
15
日
完
了
の
予
定
で
あ
る
。
図

面
等
も
ほ
ぼ
で
き
上
が
り
確
認
し

て
お
り
、
発
注
の
手
続
、
仕
様
書

等
順
調
に
進
ん
で
い
る
。
設
計
の

段
階
で
概
算
額
を
先
行
算
出
し
、

今
回
の
予
算
額
と
し
た
。

【
三
浦
譲
議
員
】

　

�

今
回
の
補
正
、
７
，
０
０
０
万
円

余
は
、
設
計
は
終
わ
っ
て
い
な
い

が
、
大
体
概
算
で
こ
の
く
ら
い
か

か
る
と
い
う
こ
と
か
。

【
教
育
部
長
】

　
�

通
常
設
計
委
託
す
る
場
合
、
設
計

図
書
が
上
が
っ
て
、
検
収
し
て
完

了
で
あ
る
が
、
そ
の
前
に
概
算
額

を
先
行
し
て
積
算
し
て
も
ら
う
と

い
う
こ
と
を
契
約
の
中
に
盛
り
込

ん
で
い
る
。

企
業
立
地
促
進
事

業
に
つ
い
て

問 議
案
第
59
号

繰
越
明
許
費
の
理

由
に
つ
い
て

問 議
案
第
44
号

補
正
の
財
源
に
つ
い

て

問 議
案
第
44
号

議
案
第
44
号
…
令
和
２
年
８
月
に
開
催
さ

れ
る
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
の
会

場
と
な
る
下
館
総
合
体
育
館
に
つ
い
て
、

老
朽
化
し
て
い
る
空
調
設
備
更
新
の
た
め

の
工
事
等
に
伴
う
予
算
の
増
額
補
正
。

第
４
回
定
例
会

※
繰
越
明
許
費
…
何
ら
か
の
事
情
で
そ
の

年
度
内
に
支
出
を
終
了
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
経
費
に
つ
い
て
、
特
別
に
、
翌
年
度

に
繰
り
越
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

経
費
。

議案質疑
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雇
用
機
会
の
増
大
・
地
域
活
性
化

を
図
る
目
的
で
、条
例
に
基
づ
き
、

事
業
所
等
を
新
設
す
る
事
業
者
に

対
し
、
固
定
資
産
税
相
当
額
を
３

年
間
、
奨
励
金
と
し
て
交
付
し
て

い
る
。
今
回
の
補
正
予
算
と
当
初

予
算
を
合
わ
せ
て
、
２
社
に
交
付

す
る
予
定
で
あ
る
。

【
三
浦
譲
議
員
】

　

�

新
規
企
業
立
地
に
よ
り
、
固
定
資

産
税
が
将
来
入
っ
て
く
る
が
、
今

回
の
奨
励
金
交
付
対
象
の
２
社

で
、
ど
れ
だ
け
の
雇
用
が
あ
っ
た

の
か
。

【
市
長
公
室
長
】

　

�

新
規
雇
用
者
数
は
、
２
社
合
わ
せ

て
15
名
で
、
う
ち
６
名
が
市
内
か

ら
の
雇
用
と
な
っ
て
い
る
。

【
三
浦
譲
議
員
】

　

�

他
市
へ
立
地
さ
れ
る
よ
り
は
良
い

が
、
せ
っ
か
く
奨
励
金
を
出
し
て

優
遇
措
置
を
し
て
い
る
。
継
続
的

な
雇
用
と
、
筑
西
市
内
か
ら
の
雇

用
促
進
の
働
き
か
け
は
で
き
な
い

か
。

【
市
長
公
室
長
】

　

�

立
地
企
業
に
働
き
か
け
を
行
い
、

地
元
雇
用
の
促
進
に
努
め
た
い
。

【
三
澤
隆
一
議
員
】

　

�

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
委
託

料
が
増
額
補
正
に
な
っ
た
理
由

は
。

【
こ
ど
も
部
長
】

　

�
２
カ
所
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

新
設
と
既
設
の
ク
ラ
ブ
で
の
１
ク

ラ
ス
増
設
、
ま
た
、
国
が
定
め
る

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
交
付
金
の

う
ち
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
事
業

の
交
付
基
準
額
が
増
額
改
正
さ
れ

た
こ
と
に
よ
る
。

【
三
澤
隆
一
議
員
】

　

委
託
料
の
算
出
方
法
は
。

【
こ
ど
も
部
長
】

　

�

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
交
付
金
交

付
要
綱
に
準
じ
て
利
用
児
童
数
、

活
動
状
況
に
よ
り
委
託
料
を
算
出

し
て
い
る
。

【
三
澤
隆
一
議
員
】

　

�

委
託
料
は
各
児
童
ク
ラ
ブ
で
ど
の

よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
。

地
域
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
事
業
に
つ
い
て

問 議
案
第
59
号

職
員
数
の
管
理
に
つ

い
て

問 議
案
第
55
号

【
こ
ど
も
部
長
】

　

�

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
か
ら
の
実
績

報
告
書
に
よ
る
と
、主
に
人
件
費
、

光
熱
水
費
等
運
営
に
係
る
費
用
に

活
用
さ
れ
て
い
る
。

【
三
澤
隆
一
議
員
】

　

�

各
家
庭
の
環
境
や
子
供
の
状
況
、

ま
た
支
援
員
の
負
担
等
を
細
か
く

把
握
す
る
た
め
の
取
り
組
み
は
。

【
こ
ど
も
部
長
】

　

�

活
動
状
況
は
、
事
業
報
告
書
等
に

よ
り
確
認
し
て
い
る
。
ま
た
、
今

年
度
は
児
童
ク
ラ
ブ
の
職
員
説
明

会
を
開
催
し
、
各
ク
ラ
ブ
の
様
子

を
詳
し
く
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

今
後
も
続
け
て
い
き
た
い
。

【
小
島
信
一
議
員
】

　

現
在
の
職
員
数
は
７
７
４
名
、
今 	

　

回
改
正
す
る
職
員
定
数
条
例
の
職	

　

員
数
は
１
，
０
７
９
名
。
乖
離
が

　

あ
る
が
、
減
ら
さ
な
い
理
由
は
。

【
総
務
部
長
】

　

定
数
は
、
あ
く
ま
で
自
治
体
の
規

　

模
に
応
じ
た
職
員
数
の
上
限
と
捉

　

え
て
い
る
。
約
３
０
０
名
の
乖
離

　

は
、定
員
適
正
化
計
画
に
基
づ
き
、

　

職
員
の
削
減
に
努
め
て
き
た
結
果

　

と
認
識
し
て
い
る
。

【
小
島
信
一
議
員
】

　

適
正
化
計
画
に
実
効
性
が
あ
っ
た

　

こ
と
は
理
解
す
る
が
、
そ
れ
な
ら

　

ば
条
例
の
定
数
も
減
ら
す
べ
き
で

　

は
な
い
か
。

【
総
務
部
長
】

　

今
後
、
同
規
模
自
治
体
の
定
数
や

　

本
市
の
行
政
需
要
も
勘
案
し
な
が

　

ら
必
要
に
応
じ
て
定
数
の
見
直
し

　

を
考
え
た
い
。

議案質疑
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筑西市役所

【
小
島
信
一
議
員
】

　

来
年
度
か
ら
の
会
計
年
度
任
用
職

　

員
数
は
ど
の
程
度
に
な
る
の
か
。

【
総
務
部
長
】

　

�

全
て
が
会
計
年
度
任
用
職
員
に
移

行
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
現
在

の
嘱
託
職
員
、
臨
時
職
員
の
数
は

合
わ
せ
て
１
９
１
名
。

【
小
島
信
一
議
員
】

　

会
計
年
度
任
用
職
員
の
定
員
適
正

　

化
計
画
は
あ
る
の
か
。

【
総
務
部
長
】

　

�

計
画
を
定
め
る
予
定
は
な
い
が
正

規
職
員
、
再
任
用
職
員
を
含
め
、

全
体
職
員
数
の
中
で
必
要
な
部

署
、
業
務
内
容
を
精
査
し
た
う
え

で
、
必
要
な
人
数
を
適
正
に
配
置

し
た
い
。

【
保
健
福
祉
部
長
】

　

�

被
保
険
者
が
医
療
機
関
を
受
診
す

る
場
合
、
二
つ
の
方
法
が
あ
る
。

あ
ら
か
じ
め
医
療
機
関
に
設
置
さ

れ
た
※

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ

ス
テ
ム
の
機
器
に
、
被
保
険
者
自

身
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
か

ざ
し
、
医
療
機
関
窓
口
の
職
員
が

オ
ン
ラ
イ
ン
で
健
康
保
険
の
資
格

確
認
を
行
う
方
法
。
一
方
、
従
来

の
方
法
と
し
て
、
健
康
保
険
の
被

保
険
者
証
を
使
用
し
て
医
療
機
関

を
受
診
す
る
場
合
、
こ
れ
ま
で
ど

お
り
医
療
機
関
の
窓
口
で
職
員
の

目
視
に
よ
り
健
康
保
険
の
資
格
確

認
を
行
う
方
法
が
あ
る
。

【
石
嶋
巌
議
員
】

　

�

二
つ
の
方
法
が
並
行
す
る
こ
と
に

よ
る
混
乱
は
な
い
の
か
。

【
保
健
福
祉
部
長
】

　

�

今
後
、
医
療
機
関
等
で
混
乱
が
生

じ
な
い
よ
う
国
、
県
、
市
の
事
務

分
担
に
よ
る
広
報
が
し
っ
か
り
と

進
め
ら
れ
る
も
の
と
考
え
る
。

資
格
確
認
シ
ス
テ
ム

導
入
補
助
金
と
は

問 議
案
第
60
号

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
同
意介

紹

事

人

【
石
嶋
巌
議
員
】

　

�

資
格
確
認
シ
ス
テ
ム
と
は
ど
の
よ

う
な
シ
ス
テ
ム
な
の
か
。

【
保
健
福
祉
部
長
】

　
�

現
在
、
国
が
開
発
を
進
め
て
い
る

も
の
で
、
国
民
健
康
保
険
、
社
会

保
険
等
全
て
の
保
険
者
が
持
っ
て

い
る
被
保
険
者
の
健
康
保
険
に
係

る
資
格
情
報
を
一
元
的
に
管
理
す

る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

【
石
嶋
巌
議
員
】

　

�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
一
元
管

理
さ
れ
る
も
の
な
の
か
。

【
保
健
福
祉
部
長
】

　

�

一
元
化
で
は
な
く
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
機
能
を
使
い
、
健

康
保
険
に
関
す
る
資
格
の
確
認
が

で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
も

の
で
あ
る
。

【
石
嶋
巌
議
員
】

　

�

医
療
機
関
受
診
時
に
、
ど
の
よ
う

に
使
用
さ
れ
る
の
か
。

※
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
…
医
療
機
関
や

薬
局
を
利
用
す
る
際
の
患
者
の
被
保
険
者

資
格
を
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
用
し

て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
確
認
す
る
も
の
。

　

人
権
擁
護
委
員
１
名
が
任
期
満
了

と
な
る
た
め
、
人
権
擁
護
委
員
会
法

の
規
定
に
よ
り
議
会
の
意
見
を
求
め

ら
れ
、
次
の
方
の
推
薦
に
同
意
し
ま

し
た
。

　

中な
か　

野の　

治じ　

郎ろ
う

（
再
任
）

　

筑
西
市
藤
ケ
谷
１
３
４
８
番
地
４

　

こ
の
他
に
追
加
議
案
で
は
、
森

正
雄
議
員
か
ら
「
市
土
地
改
良
区
災

害
復
旧
事
業
補
助
金
に
つ
い
て
」、

三
浦
譲
議
員
か
ら
「
会
計
年
度
任
用

職
員
に
つ
い
て
」
の
質
疑
が
あ
り

ま
し
た
。

議案質疑


